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萩ジオパークが⽇本ジオパークに認定されて4年が経過したことから、10⽉13⽇、14⽇に⽇本ジオパーク委員
会による再認定審査の現地調査が⾏われました。
9⽉15⽇に提出したプログレスレポートなどを元に、現地調査員である⽇本ジオパーク委員会委員の産業技術
総合研究所上級主任研究員渡辺真⼈（わたなべまひと）さんと、委員会委嘱者の北海道三笠市経済建設部商⼯
観光課課⻑下村圭（しもむらけい）さんが、活動の進捗状況を確認し、今後のより良いジオパークの実践につ
いて現地で登場した⽅々と意⾒交換を⾏いました。時間が短く、ほんの⼀部しか⾒ていただくことはできませ
んでしたが、萩ジオパークらしさは伝わったのではないでしょうか。ご対応いただいた皆様、本当にありがと
うございました。また、今回は残念ながらご登場いただけなかった多くの皆さんも、今後ともよろしくお願い
します。審査結果は、12⽉16⽇に連絡がありますので改めてお知らせします。

萩ジオパーク再
認定審査！



萩ジオパーク再認定審査ダイジェスト

10⽉13⽇の現地調査は笠⼭ジオアドベンチャーから始まり、⼭頂でプログラムの体験、関係者へのヒアリングが⾏われました。

阿武町のABU キャンプフィールドに移動して、地球を⾷べる⾷堂無⾓和種編などの説明、意⾒交換を⾏いました。

萩市内に移動して、地球⽬線のまち歩き城下町編や、今年度開発中の野点プログラムをお試し体験し、坂窯で14代坂⾼麗左衛⾨さんとの取組
みを体験していただき、意⾒交換を⾏いました。

10⽉14⽇は、萩・明倫学舎特別応接室で会⻑（萩市⻑）のヒアリング、⾃⼰評価表のチェックが⾏われました。

弥富に移動し、⿓の⾥やどみで昼⾷をとりながら取組みの紹介や意⾒交換を⾏い、弥富診療センター法⾯に露出した溶岩露頭について説明し
意⾒交換を⾏いました。その後、むつみに移動してFURUSATOサイクリングを体験いただき、意⾒交換を⾏いました。

最後に⼭⼝市阿東蔵⽬喜に移動し⻄教寺で阿東健康ウォーク、⻑⾨峡スケッチ、ジオ×⽂化財×仏教の取組みについて説
明し意⾒交換を⾏いました。



2年ぶりに萩ジオパーク推進協議会主催の萩ジオガイド養成
講座を開催します。あなたも体験を通して伝える楽しさ、
伝わる喜びを感じてみませんか。

今月の学校対応
⾃然環境の特徴に合わせて⼯夫して暮らすことの⼤切さをテーマに、
9/30に笠⼭と須佐ホルンフェルス、10/7にはむつみの千⽯台や伏⾺
⼭の溶岩を⾒学しました。
笠⼭と須佐では、ジオガイドの皆さんのご案内で、⽕⼭の活動でで
きた⼤地と、海の中でできた⼤地のそれぞれの成り⽴ちと地域の
⼈々の暮らしに触れました。他の地域を⾒てから地元に帰ってみる
と、今まで気が付かなかった特徴が分かります。⼤根の産地である
千⽯台は実は笠⼭と兄弟の⽕⼭なのです。千⽯台では千⽯台出荷組
合さんや農協さんのご厚意で、⼤根の選果場の⾒学もさせていただ
きました。⼤地の成り⽴ちの話だけでなく、⼤地の特徴と向き合う
農家さんの知恵や苦労も聞けて、より深い学びの場となりました。

理科の授業で「⼟地のつくりと変化」を学んだ⼦たちに、阿東の⼤地
の成り⽴ちを教えてほしいとのご依頼を受けて出前授業を⾏いました。
阿東は⽕⼭の活動で川がせき⽌められて湖ができ、やがて⽔が抜けて
盆地となった地域です。地形図を眺めて他の⼭間地域よりも広い平地
が広がっていることに気が付いてもらったり、噴⽕実験で盆地を⽣ん
だ⽕⼭の成り⽴ちを学んでもらったりしました。阿東といえばお⽶や
りんご等、今は実りの季節。美味しい農作物が育つ理由も含めて新し
い発⾒がたくさんあったようです。

むつみ⼩学校３・４年⽣

さくら⼩学校6年⽣

ガイドさん大活躍！ひっぱりだこだった10月！

弥富⼩学校グラウンドで⾏われたそばの花まつりに、笠⼭ジオの
会が出店しました。阿武⽕⼭群で最初に⽣まれたのが弥富と阿武
町の境にある伊良尾⼭、最後に噴⽕したのが笠⼭ということもあ
り、交流も兼ねての出店で、噴⽕実験や笠⼭の紹介を⾏いました。

そばの花まつり（笠⼭ジオの会）

10⽉13⽇、14⽇に萩ジオパーク再認定審査が⾏われ（1・2ページ参照）、
萩ジオツーリズム協会、笠⼭ジオの会の会員が調査員に向けて⽇頃⾏ってい
る体験プログラムや、⻄の浜で野点を⾏う新プログラムを披露し、意⾒交換
しました。

萩ジオパーク再認定審査（萩ジオツーリズム協会、笠⼭ジオの会）

10/2

比較的、天気の良かった10月。ジオガイドはたくさんの依頼があって大活躍でした。

10/13

琴平バスオンラインツアーが⾏われ、萩ジオツーリズム協会が対応しました。オ
ンライン対応はこれまでに何度も経験してきたこともあって、慣れた様⼦での対
応となりました。

琴平バスオンラインツアー（萩ジオツーリズム協会）10/23

萩市⼥性団体連絡協議会（⼥団連）の視察研修会で、笠⼭ジオの会のガイド
が皆さんを連れて越ヶ浜の町歩きをしました。皆さん、中々歩くことのない
越ヶ浜の町中をガイドの説明を聞きながら歩き、とても楽しんでいました。

萩市⼥性団体連絡協議会視察研修会（笠⼭ジオの会）
10/24



11月の予定
● 萩ジオアカデミー＃2小さな火山・阿武火山群のひみつを探ろう 11月5日（土）10：00～15：00 ※詳しくは
上記参照
〇 萩ジオ友の会の展覧会 11月10日（木）～11月16日（水） 場所：萩明倫学舎3号館2階市民ギャラリー
主催・問い合わせ：geoとも 桂 (0838-21-7173)、中西 (080-8747-9383)
〇 笠山ジオの会 笠山噴火実験＆火口見学ミニツアー 11月12日（土）、11月26日（土） 時間：13:00～、
14:00～、15:00～の1日3回。各回所要時間15分 内容：地元越ヶ浜の皆さんを中心に活動する「笠山ジオの会」が
笠山山頂を舞台に笠山の成り立ちが分かる実験と火口見学ツアーを開催 料金：高校生以上200円、小中学生100円、
乳幼児無料 受付：当日現地受付 定員：先着10名
●地球を食べる食堂～龍が通った道と弥富そば～ 11月26日（土）9：30～13：30 ※詳しくは上記参照
〇 geoとも (萩ジオ友の会) 定例会 11月26日 (土) 内容：紅葉！ダム上流から長門峡入口へ 主催・問い合わ
せ：geoとも 桂 (0838-21-7173)、中西 (080-8747-9383) 

●⽇時：11⽉5⽇（⼟）10時〜15時
● 場所：弥富公⺠館（現地集合）
●講師：清杉孝司（神⼾⼤学）
●定員：15名（先着順）
●参加費：1,200円（昼⾷・保険・資料代）
●申込：電話（0838-21-7765）またはホームページ
よりお申し込みください。

●締切：11⽉2⽇（⽔）まで
●備考：昼⾷は、⿓の⾥やどみのそばを予定しています。
アレルギーのある⽅は、定⾷を⽤意しますので
お申し出ください。

第⼀線の研究者から地球の仕組みを学ぶ萩ジオアカ
デミー。第2回⽬は阿武⽕⼭群を題材に、⽕⼭活動の
しくみについて学び、阿武⽕⼭群の特徴とその中で
最も激しい噴⽕をした伊良尾⽕⼭の地層を現地⾒学
します。2年⽬に新たに⾒つかった露頭の解説も！

萩ジオアカデミー＃02
⼩さな⽕⼭・阿武⽕⼭群
のひみつを探ろう

地球を⾷べる⾷堂
⿓が通った道と弥富そば

⾷を切り⼝に「⼤地と⼈のつながり」に触れ、⼤地
と向き合うことの⼤切さを学ぶ講座、「地球を⾷べ
る⾷堂」の第4弾を開講します。今回は弥富そば。弥
富そばを⽀える⼤地、弥富そばの特徴や⽣産者の⼯
夫を⼤地の視点、⽣産者の視点、料理⼈の視点から
紐解いていきます。
●⽇時：11⽉26⽇（⼟）9時30分〜13時30分
● 場所：弥富公⺠館（現地集合）
●定員：15名（先着順）
●参加費：2,000円（昼⾷・保険・資料代）
●申込：電話（0838-21-7765）またはホームページより
お申込みください。

●締切：11⽉18⽇（⾦）まで

第12回⽇本ジオパーク全国⼤会・⽩⼭⼿取川⼤会に参加
10⽉21⽇から23⽇、⽯川県⽩⼭市において、ジオパーク関係者が⼀堂に会する⽇本ジオパーク全国⼤会・
⽩⼭⼿取川⼤会が現地及び⼀部オンライン配信で開催されました。
コロナ感染症対策に留意して3年ぶりに開催された会場では、「地球と旅する」というテーマで基調講演
やパブリックセッション、各分科会が開かれ、⼝頭発表やポスター発表を通して各地域の取組について紹
介され、さかんな意⾒交換が⾏われました。また、会場の外では⼤会参加者及び市⺠に向けて『いいとこ
⽩⼭』と題した物産展が⾏われ、各ジオパークから取り寄せた特産品を販売するブースでは、萩ジオパー
クから取り寄せられたジオパークパートナーの三好蒲鉾さんの商品が、即売り切れとなっていました。
来年度は関東ブロックでの開催となります。皆さんも参加し、全国のジオパーク活動に触れてみませんか。

開会式 閉会式分科会報告

12月4日（日）地球を食べる食堂第5弾が開催予定！次回はフィールドを阿東に移し、特産のりんごを切り口に開催！詳細が
決まり次第、HPなどでお知らせします。予告

物産展


